
今
年
で
開
山
五
百
年
を
迎
え
る

長
徳
寺
の
歴
史
は
、
そ
の
昔
吉

野
屋
敷
佐
藤
氏
の
菩
提
寺
と
し

て
保
呂
羽
院
之
沢
に
建
立
さ
れ

天
台
宗
三
文
寺
と
称
さ
れ
て
い

た
が
、
廃
寺
と
な
り
一
三
八
八

年
時
宗
総
本
山
遊
行
寺
よ
り
第

九
十
代
亀
山
天
皇
の
孫
に
あ
た

る
遊
行
十
二
代
尊
観
法
親
王
遊

行
廻
国
の
途
次
、
こ
の
廃
寺
を

時
宗
長
徳
寺
と
改
め
た
（
開
基
）

そ
の
後
一
五
一
二
年
、
佐
藤
信

基
剃
髪
し
慈
阿
弥
と
号
し
初
代

住
職
と
な
る
（
開
山
）
更
に
一

六
八
二
年
現
在
の
地
に
建
立
移

転
し
山
号
不
退
山
合
掌
院
長
徳

寺
と
な
る
。

よ
っ
て
、
開
山
以
来
歴
代
住
職

並
び
に
総
檀
信
徒
各
家
先
祖
代
々

之
霊
追
善
供
養
を
、
来
る
十
月

二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
半

か
ら
法
話
、
十
一
時
よ
り
開
山

忌
施
餓
鬼
法
要
会
を
厳
修
す
る

予
定
。
尚
、
法
要
当
日
は
、
岩

手
県
及
び
宮
城
県
内
時
宗
寺
院

を
御
随
喜
し
、
時
宗
独
特
の
施

餓
鬼
法
要
（
散
華
・
行
道
・
楽

器
・
声
明
）
を
盛
大
に
執
り
行

い
、
又
、
法
話
は
本
山
よ
り
講

師
の
方
を
お
招
き
す
る
予
定
で

す
の
で
、
ご
供
養
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
盆
旗
配
布
時
（
八
月

上
旬
）
に
担
当
寺
役
様
へ
供
養

料
一
万
円
（
各
家
先
祖
代
々
之

霊
開
山
忌
施
餓
鬼
供
養
塔
婆
・

記
念
品
含
む
）
を
添
え
て
お
申

込
み
下
さ
い
。
尚
、
当
日
の
法

要
に
は
輪
袈
裟
を
お
か
け
下
さ

い
。
又
、
当
日
来
ら
れ
な
い
方

は
担
当
寺

役
様
よ
り

供
養
塔
婆

を
お
受
け

取
り
下
さ

い
。

墓
地
の
片
隅
に
古
い
塔
婆
が
重

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
長
徳

寺
墓
地
内
水
汲
み
場
に
古
塔
婆

置
き
場
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お

持
ち
下
さ
い
。
後
日
お
焚
き
あ

げ
致
し
ま
す
。

お
盆
前
の
お

墓
掃
除
に
ご

利
用
下
さ
い
。
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住 職

渋谷真之

ひ

と

こ

と

〇日 時：１０月２８日（日）１０時３０分/法話
１１時００分/法要

〇場 所：長徳寺本堂
〇法 要：長徳寺開山５００年記念開山忌施餓鬼法要会

葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
諸
法

要
、
本
山
や
他
寺
院
と
の
会
合

の
為
、
お
寺
を
留
守
に
す
る
事

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

来
寺
の
時
に
留
守
を
し
て
い
た

り
或
い
は
お
待
た
せ
し
た
り
し

て
檀
家
様
に
御
迷
惑
を
お
掛
け

し
な
い
た
め
に
も
、
予
め
お
電

話
に
て
来
寺
時
間
の
お
申
し
出

を
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
住

職

開山忌施餓鬼法要会の日程

お

知

ら

せ

古
い
塔
婆
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？


